
第172
2020

8
号

⃝発行／千葉県長南町議会　　　　⃝編集／広報特別委員会　　　　⃝印刷／株式会社豊文堂
〒297-0192　千葉県長生郡長南町長南2110　TEL0475（46）3390（議会事務局）http://www.town.chonan.chiba.jp/chousei/gikai/

CONTENTS（主な内容）
⃝第２回長南町議会定例会のあらまし… ………… ２
⃝８人の議員が町政を問う（一般質問）………… ７

議会だより

アジサイの花の部分はどこでしょう？
（答えは裏表紙をご覧ください。）

五
月
雨
を
纏
い

　
　
　
　
　
凛
と
咲
く

（野見金公園）
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要

望

質
疑（
要
旨
）

対象者には６月下旬に上乗せ支給。

・長南町子育て世帯応援給付金

　→対象児童１人につき、１万円

・長南町ひとり親家庭等応援給付金

　→１世帯につき、５万円

要件を満たした場合に
要介護１～３の方→２万円
要介護４・５の方→５万円
の経済的支援実施。

所得税法の障害者区分に準じたため。

平成 29 年では避難勧告等が発令されたのが
2,126 件であり、そのうち 8％しか救助法の
対象となっていない。加入すれば、費用の一
部を賄うことができる。

意
見
・
要
望
事
項

補
正
予
算

補正予算の変更額
補正予算 補正額 補正後の予算額 備　　　考

一般会計
( 第 1 号 ) 7 億 9,523 万 2 千円 50 億 8,623 万 2 千円 新型コロナウイルス感染症緊急経

済対策関連経費の追加 (P5 参照 )

( 第 2 号 ) 8,518 万 5 千円 51 億 7,141 万 7 千円 地方創生臨時交付金を活用した事
業費等の追加

国保会計 ( 第 1 号 ) 187 万 9 千円 11 億 887 万 9 千円

交付金等の使途が議決 ※　　　が地方創生臨時交付金
　の使途です。

890万 9千円の追加

836万 7千円の追加

721万円の追加

115万 5千円の追加

子育て

衛生

介護

防災

子育て世帯応援給付金、
ひとり親家庭等応援給付金の追加

感染症対策用備品購入費、医療機関
に対する帰国者・接触者外来設置運
営協力金の追加

在宅要介護認定者臨時給付金の追加

全国町村会災害対策費用保険料の追加

要介護を２つの段階
に分けた理由は。

課長

課長

災害救助法の適用を受けた
場合、適用外であるが、保
険に加入するメリットは。

議員

議員

購入した非接触式体温計
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意
見
書

意
見
書
の
提
出

専
決
処
分
の
承
認

令和２年第２回定例議会は、６月１１日に招集され、１２日までの２日
間の会期で開催しました。専決処分をはじめ、固定資産評価審査委員会委
員の人事案、補正予算などの議案を審議し、いずれも承認、同意、可決し
ました。

一般質問は８人の議員が行いました。（７ページから掲載があります。）

既に実施している国や県の支援対策事業の相
談を商工会員へ行っていることを踏まえ、町
商工会へ委託。

ギガスクール構想では、パソコンは校内使用
となっていることから、持ち出しは想定して
いない。

要件を満たした場合に１件につき１０万円を
給付。

　

議
会
で
選
挙
（
今
回
は
議
長
の
指
名
推
薦
）
を
お
こ

な
い
、
各
４
名
の
方
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
２
年
６
月
27
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

　
　

白
井　

和
義 （
再
）　　
　
　

生
城
山
嘉
男 （
再
）

　
　

唐
鎌　

孝
雄 （
再
）　　
　
　

鶴
岡　

照
夫 （
新
）

　
　

糸
井　

秀
和 （
新
）　　
　
　

松
﨑　
　

繁 （
新
）

　
　

磯
野　

治
夫 （
再
）　　
　
　

相
澤　
　

佐 （
再
）

　

任
期
満
了
に
伴
い
、
西
野
秀
樹
さ
ん
が
再
任
と
な
り
ま
し
た
。

　

任
期
は
令
和
２
年
７
月
か
ら
３
年
間
で
す
。

選
挙
管
理
委
員
及
び
補
充
員

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

選
挙
管
理
委
員

同
補
充
員

討

論

修
正
動
議

第 ２ 回
定例議会

補 正
予 算

人
事

補
正
予
算
・
人
事

地方創生臨時

2,218 万 7千円の追加

3,735 万 7千円の追加

教育

商工

県の学校体育研究指定校の指定に伴
う関連経費、ギガスクール構想に係
る費用の追加

中小企業、農業者への
事業継続支援金の追加

委託先は。

パソコンの持ち出し
は可能か。

課長

反対

賛成

課長

議員

議員

和田議員

森川議員

公正な審判が
できないのでは

中立・公正な
人格です

これまで一度も不服審査の
申し出がなかったと伺って
おります。職員であった方
は公正な審判ができないの
ではないかと考え、反対し
ます。

役場の元職員は適していな
いという討論はありました
が、逆にある程度の専門知
識も必要です。また、立派
な人格を持っていて、中立・
公正な立場で適正な判断が
できる方であるため、賛成
します。
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条
例
の
一
部
改
正
・
発
議

条 例

定
例
会
初
日
に
町
長
よ
り
８
件
の

条
例
の
一
部
改
正
の
提
出
が
あ
り
、

二
日
目
に
は
、
追
加
の
条
例
の
一
部

改
正
が
１
件
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

■�

長
南
町
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利

用
に
関
す
る
条
例
及
び
長
南
町
行
政
不
服
審
査
法
施
行

条
例

　

�　

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
引
用
条
文
の
整
備
を
し
ま

し
た
。

■
長
南
町
印
鑑
条
例

　

�　

成
年
被
後
見
人
も
一
定
条
件
の
も
と
、
印
鑑
の
登
録

を
受
け
ら
れ
ま
す
。

■
長
南
町
税
条
例

　

�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
納
税
者
等
に
及
ぼ

す
影
響
を
緩
和
す
る
た
め
、
税
制
上
の
特
例
措
置
や
固

定
資
産
税
等
の
減
収
を
補
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
長
南
町
手
数
料
条
例

　

�　

通
知
カ
ー
ド
の
廃
止
と
住

民
票
謄
（
抄
）
本
が
枚
数
交

付
か
ら
通
数
交
付
に
改
め
る

も
の
で
す
。

■
長
南
町
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例

　

�　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
１
級
の
交
付
を
受
け
た

方
も
重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
助
成
の
対
象
と
な
り

ま
す
。

■
長
南
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　

�　

令
和
２
年
度
税
制
改
正
を
受
け
、
国
民
健
康
保
険
法

施
行
令
等
の
改
正
に
よ
り
、
関
係
規
定
を
整
備
す
る
も

の
で
す
。
以
下
の
３
点
の
内
容
で
す
。

　

①
課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

　

②
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
範
囲
の
拡
大

　

③�

長
期
譲
渡
所
得
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税
の

特
例
に
関
す
る
附
則
の
改
正

■
長
南
町
国
民
健
康
保
険
条
例

　

�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
し

た
方
、
感
染
が
疑
わ
れ
る
方
に
、
労
務
に
服

す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
日
か
ら
起
算

し
て
３
日
を
経
過
し
た
日
か
ら
労
務
に
服
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間
、
傷
病
手
当
金
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

■
長
南
町
後
期
高
齢
者
医
療
に
関
す
る
条
例

　

�　

町
で
行
う
事
務
に
傷
病
手
当
金
の
支
給
に

係
る
申
請
書
の
提
出
の
受
付
事
務
が
加
わ
り

ま
す
。

■
長
南
町
特
別
職
の
職
員
の
給
与
及
び
旅
費
に
関
す
る
条
例

　

�　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
町
民
や
企
業

へ
町
独
自
の
支
援
策
の
財
源
の
一
部
に
充
て
る
た
め
、

町
長
と
教
育
長
の
７
月
分
の
給
料
を
30
％
削
減
し
ま

す
。

■�

義
務
教
育
国
庫
負
担
金
制
度
の
堅
持

に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

■�

国
に
お
け
る
２
０
２
１
年
度
教
育
予

算
拡
充
に
関
す
る
意
見
書
の
提
出

請願の採択に伴う意見書が議員発議によって提出
され、原案のとおり可決しました。可決した意見
書は、長南町議会議長名で内閣総理大臣ほか関係
大臣に提出しました。

追
加
議
案

議員
発議

住民票の数え方
が変わりました！
（〇）  １通
（×）  １枚

ふるさと学習の「生け花」を体験
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決 算 認 定 専 決
処 分

法
律
の
規
定
に
よ
り
、
議
会
を
招

集
す
る
時
間
的
余
裕
が
な
い
時
、
議

会
が
議
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事

項
を
、
町
長
が
代
わ
っ
て
意
思
決
定

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
定
例
会

で
は
４
件
の
専
決
処
分
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
補
正
予
算
（
第
１
号
）
で
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急
経
済
対
策
に
係
る
関
連
費
用
と

し
て
、
国
か
ら
特
別
定
額
給
付
金
、
子
育
て
世
帯
へ
の
臨

時
特
別
給
付
金
に
係
る
費
用
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

今
後
の
高
齢
化
に
伴
う
保
険
料
の
水
準
や
、
消
費
税
率

が
10
％
へ
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
低
所
得
者
対

策
強
化
を
踏
ま
え
、
令
和
元
年
度
よ
り
低
所
得
段
階
第
１

段
階
か
ら
第
３
段
階
の
方
の
保
険
料
の
負
担
が
軽
減
さ
れ

て
い
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
更
な
る
軽
減
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通
信
の
技
術
の
利
用
に

関
す
る
法
律
（
情
報
通
信
技
術
利
用
法
）」
を
「
情
報
通

信
技
術
を
活
用
し
た
行
政
の
推
進
等
に
関
す
る
法
律
（
情

報
通
信
技
術
活
用
法
）」
に
改
め
、
所
要
の
改
正
を
す
る

も
の
で
す
。

　

国
の
令
和
２
年
度
の
税
制
改
正
に
伴
い
、
町
税
条
例
等

の
一
部
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

　
　
【
主
な
改
正
概
要
】

　
　

① �

個
人
町
民
税
に
お
け
る
未
婚
の
ひ
と
り
親
に

対
す
る
税
制
上
の
措
置
及
び
寡
婦
（
寡
夫
）

控
除
の
見
直
し

　
　

② �

所
有
者
不
明
土
地
等
に
係
る
固
定
資
産
税
の

課
題
へ
の
対
応

　
　

③ 

軽
量
な
葉
巻
た
ば
こ
の
課
税
方
式
の
見
直
し

補正予算で追加された主な事業

特別定額給付金に
係る関連経費 7 億 8,777 万１千円

子育て世帯への臨
時特別給付金に係
る関連経費

746 万 1 千円

所得段階別介護保険料【年額】

所 得 段 階 変 更 前 変 更 後

第 １ 段 階 ２３，４００円 １８，７２０円

第 ２ 段 階 ３９，０００円 ３１，２００円

第 ３ 段 階 ４５，２４０円 ４３，６８０円

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
緊
急

経
済
対
策
に
係
る
関
連
経
費
を
計
上

低
所
得
者
へ
の
介
護
保
険
料
が
減
額

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
条
例
を
改
正

町
税
条
例
等
を
改
正

専
決
処
分

総務省 HP より
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議案
番号 件　名 内　容 議決の

結果（※）
専決処分
承　認
第１号

長南町介護保険条例等の一部を
改正する条例の制定

低所得者に対する介護保険料の軽減の特例を追加規
定

承認
賛（12）否（0）

承　認
第２号

長南町税条例等の一部を改正す
る条例の制定 国の令和２年度税制改正に伴う改正 承認

賛（12）否（0）
承　認
第３号

固定資産評価審査委員会条例の
一部を改正する条例の制定

行政手続オンライン化法の題名が改められたことに
伴う改正

承認
賛（12）否（0）

承　認
第４号 一般会計補正予算（第１号） 歳入歳出に7億9,523万 2千円を追加

予算の総額を50億8,623万 2千円に
承認

賛（12）否（0）
条例の一部改正

議　案
第１号

長南町行政手続等における情報通
信の技術の利用に関する条例及び
長南町行政不服審査法施行条例

法律の一部改正に伴う引用条文の整備 原案可決
賛（12）否（0）

議　案
第２号 長南町印鑑条例 成年被後見人の権利の制限に変更が生じたことに伴

う改正
原案可決

賛（12）否（0）
議　案
第３号 長南町税条例 新型コロナウイルス感染症の影響の緩和のための地

方税法の一部改正に伴う改正
原案可決

賛（12）否（0）
議　案
第４号 長南町手数料条例 通知カードの廃止及び住民票の謄抄本の通数交付に

伴う改正
原案可決

賛（12）否（0）
議　案
第５号

長南町重度心身障害者の医療費
助成に関する条例

精神障害者保健福祉手帳１級の交付を受けた方も助
成の対象に

原案可決
賛（12）否（0）

議　案
第６号 長南町国民健康保険税条例 国の令和２年度税制改正に伴う改正 原案可決

賛（12）否（0）
議　案
第７号 長南町国民健康保険条例 新型コロナウイルス感染症に対応した法改正 原案可決

賛（12）否（0）
議　案
第８号

長南町後期高齢者医療に関する
条例

傷病手当金の受付事務が県後期広域連合から町の業
務に

原案可決
賛（12）否（0）

議　案
第11号

長南町特別職の職員の給与及び
旅費に関する条例 町長及び教育長の７月分の給料を３０％削減

原案可決
賛（11）否（1＊）
＊加藤

補正予算
議　案
第９号 一般会計補正予算（第２号） 歳入歳出に8,518万5千円を追加

予算の総額を51億7,141万7千円に
原案可決

賛（12）否（0）
議　案
第10号

国民健康保険特別会計補正予算
（第１号）

歳入歳出に187万9千円を追加
予算の総額を11億887万9千円に

原案可決
賛（12）否（0）

人事

同　意
第１号

固定資産評価審査委員会委員の
選任 任期満了に伴い、西野秀樹さんの再任

同意
賛（11）否（1＊）
＊和田

発議

発　議
第１号

義務教育費国庫負担制度の堅持
に関する意見書提出

教育水準の維持向上と地方財政の安定をはかるため
の意見書

原案可決
賛（11）否（1＊）
＊板倉

発　議
第２号

国における2021年度教育予
算拡充に関する意見書提出 2021年度にむけての予算の充実を要望する意見書

原案可決
賛（11）否（1＊）
＊板倉

令和２年　長南町議会第２回定例議会　議決結果

（※）議長は議事進行を行うため、採決に加わりません

議
決
結
果
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ここが聞きたい！

一般質問は、質問者本人の原稿を基に掲載しています。
本人の希望により顔写真を掲載していない場合があります。
□印の質問は掲載された質問ですが、★印は紙面の都合により掲載していません。
詳しくは、議会ホームページの会議録をご覧ください。

　定例会の１日目及び２日目に一般質問が行われ、８人の議員が町政について
質問しました。
　件名について掲載いたします。
　なお、一般質問は町政全般について、希望する議員が一問ごとに行うもので、
制限時間は１時間です。

８人の議員が一般質問を行う
一
般
質
問

加藤喜男　議員　Ｐ 8
□　教育行政における感染症対応
□　一般行政における感染症対応
★　マイナンバーカード 丸島なか　議員　Ｐ 8,9

□　フレイル（虚弱）予防
□　公共施設のバリアフリー
□　�「おくやみコーナー」を設置

すること

和田和夫　議員　Ｐ 10
□　補聴器購入
□　町道の草刈
□　新型コロナウイルス

河野康二郎　議員　Ｐ 11
□　�新型コロナウイルス感染症対

策

岩瀬康陽　議員　Ｐ 12.13
□　総合計画

森川剛典　議員　Ｐ 9
□　高齢化社会に向けたサービス
□　オンライン社会の構築と推進

宮﨑裕一　議員　Ｐ 10,11
□　行政対応
□　�新型コロナウイルス感染症に

おける小中学校の予防策

板倉正勝　議員　Ｐ 12
□　地方創生臨時交付金

町
政
を

　う

町
政
を

　う
問問

一 般
質 問
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新
型
感
染
症
に
よ
る

小
中
学
校
の
状
況
を
お

聞
き
し
ま
す
。

フ
レ
イ
ル
を
遅
ら

せ
、
健
康
寿
命
の
延
伸

を
図
る
こ
と
が
課
題
で
す
。
町

民
の
認
知
度
・
町
の
取
組
・
啓

発
活
動
は
。

ま
た
、
条
例
や
推
進
計
画
に

位
置
づ
け
て
は
ど
う
で
し
ょ
う

か
。

町
で
は

ど
の
よ
う

な
対
策
を
講
じ
て

き
た
の
か
お
聞
き

し
ま
す
。

問問

問

フレイルとは
加齢に伴う心身
の活力が低下し
た状態で、健康
と要介護の中間
的な段階のこと

文
部
科
学
省
な
ど
か
ら
の
通

知
に
よ
り
、
３
月
３
日
か
ら
５

月
31
日
ま
で
臨
時
休
校
と
し
ま

し
た
。
休
校
中
は
自
宅
で
過
ご

し
、
家
庭
学
習
を
指
示
し
ま
し

た
。
ま
た
、
毎
日
の
検
温
と
健

康
状
態
の
確
認
を
義
務
付
け
ま

し
た
。

５
月
か
ら
小
・
中
学
校
は
分

散
登
校
と
し
、
小
学
校
は
保
護

者
の
送
迎
に
よ
る
地
区
別
登

校
、
担
任
面
談
、
生
活
状
況
確

認
を
。
中
学
校
は
、
各
ク
ラ
ス

を
２
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
週
に

一
度
、
午
前
中
の
み
と
し
ま
し

た
。
再
開
に
備
え
、
文
部
科
学

省
か
ら
の
指
示
に
基
づ
き
対
応

に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

既
存
の
施
設
へ
の
設
置
は
、

障
害
者
用
の
ト
イ
レ
と
い
う
こ

と
で
、
車
椅
子
の
出
入
り
に
支

町
は
、
計
８
回
の
会
議
を
し

て
い
ま
す
。
周
辺
自
治
体
と
は

計
６
回
、
新
型
感
染
症
の
現
状

と
対
応
に
つ
い
て
、
長
生
保
健

所
、
市
町
村
、
広
域
市
町
村
圏

組
合
、
医
師
会
と
意
見
交
換
を

し
て
い
ま
す
。

住
民
へ
は
毎
戸
へ
の
チ
ラ
シ

の
配
布
、
町
の
広
報
誌
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
を
活
用
し
注
意
喚

起
や
、
町
施
設
の
対
応
、
各
種

検
診
等
の
延
期
、
中
止
の
案
内

等
の
周
知
を
し
て
い
ま
す
。

学
校
教
育
課
主
幹

総

務

課

長

健
康
保
険
課
長

授
業
の
不
足
分
は
、
中
学
校

で
平
日
の
授
業
を
７
時
間
に
、

小
学
校
は
、
現
在
通
常
ど
お
り

で
す
。

ま
た
、
文
部
科
学
省
な
ど
か

ら
の
通
知
に
よ
り
、
夏
休
み
を

８
月
１
日
か
ら
８
月
23
日
ま
で

と
し
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
よ
う
な
非
常

事
態
時
の
対
応
策
と
し
て
、
オ

ン
ラ
イ
ン
授
業
も
検
討
を
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

一
般
行
政
に

お
け
る
感
染

症
対
策
に
つ

い
て

情
報
交
換
も

行
い
万
全
を

期
し
て
い
る

５年生の理科の授業風景

新型感染症に対する
学校の取組状況は

オンライン授業も今後検討

加藤 喜男 議員丸島 なか 議員

公
共
施
設
は
、保
健
セ
ン
タ
ー
、

保
育
所
等
、
赤
ち
ゃ
ん
用
の
椅

子
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ぜ
ひ
取
り

付
け
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す

が
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

必
要
で
あ
り
、
家
族
を
亡
く
し

た
後
の
手
続
が
大
変
と
の
声
を

聞
い
て
い
ま
す
。
申
請
書
類
の

記
入
や
複
数
の
窓
口
へ
の
移
動

等
、
高
齢
者
に
は
特
に
大
変
で

す
。
全
国
の
自
治
体
で
専
用
の

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
窓
口
等
を

設
け
て
、
担
当
課
の
移
動
を
せ

ず
済
む
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
の
側
に
立
っ
た
サ
ー
ビ

ス
を
取
り
入
れ
る
べ
き
と
思
い

て
お
り
ま
せ
ん
が
、
新
た
な
事

業
と
し
て
フ
レ
イ
ル
予
防
を
進

め
て
参
り
ま
す
。
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最
近
完
成
し
た
野
見

金
ミ
ハ
ラ
シ
テ
ラ
ス
下

の
ト
イ
レ
と
笠
森
霊
園
事
務
所

の
ト
イ
レ
は
多
目
的
ト
イ
レ
の

中
に
、
赤
ち
ゃ
ん
用
の
椅
子
、

ベ
ビ
ー
キ
ー
プ
が
取
り
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
他
の

身
内
の
方
が
亡
く
な

る
と
、
様
々
な
手
続
が

コ
ロ
ナ
対
策
だ
け
で

な
く
、
社
会
の
趨
勢
と

し
て
行
政
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
や

テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
は
早
急
な

課
題
で
す
、
ま
た
、
町
の
会
議

施
設
と
し
て
オ
ン
ラ
イ
ン
Ｔ
Ｖ

会
議
室
の
開
設
は
で
き
な
い
か

伺
い
ま
す
。

政
府
で
も
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
を
検
討
し
て
い

る
が
教
育
委
員
会
で
は
ど
う
考

え
て
い
ま
す
か
。

普
及
や
推
進
母
体
が

必
要
で
す
が
長
南
集
学

校
な
ど
の
Ｉ
Ｔ
企
業
と
協
力
・

連
携
し
て
、
講
習
な
ど
に
取
り

組
む
こ
と
が
出
来
な
い
の
か
伺

い
ま
す
。

高
齢
者
世
帯
の
増
加

に
伴
い
、
配
食
サ
ー
ビ

ス
に
つ
い
て
は
対
象
拡
大
や
実

施
回
数
を
大
幅
に
増
や
し
て
、

毎
日
の
給
食
型
に
変
え
て
い
く

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

問

問

問

問

問

問

「
フ
レ
イ
ル
」
は
、
町
民
に

な
じ
み
の
な
い
言
葉
だ
と
思
い

ま
す
。
今
年
度
町
で
計
画
し
て

い
る
運
動
教
室
の
項
目
に
、
新

た
に
食
事
の
分
野
を
取
り
入
れ

る
予
定
で
す
。
町
の
広
報
誌
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
啓
発

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

条
例
や
計
画
の
策
定
は
考
え

シ
ス
テ
ム
を
一
本
化
す
る
こ

と
は
難
し
い
で
す
が
、今
後
は
、

関
係
部
署
と
の
検
討
を
重
ね
、

町
民
へ
の
手
続
負
担
の
軽
減
が

図
れ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
や
通
信
関

係
の
環
境
、
必
要
性
な
ど
を
考

慮
し
、
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め

て
行
き
た
い
。
Ｔ
Ｖ
会
議
室
は

同
様
に
民
間
委
託
も
含
め
て
今

後
、
検
討
し
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
と
同
様
に
、
全
て
の
課
題
が

一
気
に
解
決
す
る
も
の
で
は
な

く
、
必
要
度
の
高
い
も
の
で
、

出
来
る
も
の
か
ら
着
手
し
て
行

き
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
活
動
事

業
と
し
て
拡
大
で
き
る
か
協
議

し
て
行
き
た
い
。
ま
た
、
民
間

委
託
は
協
力
し
て
く
れ
る
企
業

が
あ
る
か
検
討
し
ま
す
。

今
、
必
要
な
の
は
、
情
報
化

社
会
を
共
に
生
き
て
い
く
未
来

の
子
供
や
教
師
を
い
か
に
育
て

て
い
く
か
で
あ
り
、
オ
ン
ラ
イ

ン
教
育
が
緊
急
避
難
的
な
問
題

解
決
で
は
な
く
、
地
道
に
継
続

的
に
本
町
な
り
の
進
め
方
で
行

き
た
い
。

健
康
保
険
課
長

税
務
住
民
課
長

総

務

課

長

企
画
政
策
課
長

福

祉

課

長

教

育

長

公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
に
つ
い
て

お
く
や
み
コ
ー
ナ
ー
窓
口

設
置
に
つ
い
て

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
は

推
進
に
向
け
て
は

高
齢
者
へ
の
給
食
サ
ー
ビ

ス
の
充
実
を

手
続
負
担
の
軽
減
が
図
れ

る
よ
う
努
力
す
る

本
町
な
り
の
進
め
方
で

行
い
た
い

必
要
度
が
高
く
、
出
来
る

も
の
か
ら
着
手
し
ま
す

今
後
検
討
し
ま
す

社
協
と
協
議
し
て
検
討
し

ま
す

オンライン社会の
構築と推進を

フレイルを予防し
健康寿命を延ばす対策を

調査研究に今後努めていきたい フレイル予防を進めます

森川 剛典 議員

ま
す
が
、
町
の
考
え
を
伺
い
ま

す
。

障
を
来
さ
な
い
か
な
ど
検
討
し

ま
す
。
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小
中
学
校
へ
非
接
触
赤

外
線
体
温
計
の
設
置
を

小
中
学
校
の
感
染
予
防

策
の
取
組
み
は

高
齢
者
は
難
聴
が
原

因
で
日
常
や
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
難
儀
し
て
い
ま

す
。
身
体
障
害
者
の
認
定
を
受

け
ら
れ
な
い
中
程
度
の
人
で
も

補
聴
器
は
必
要
で
す
。
元
気
で

生
き
生
き
と
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
に
、
補
聴
器
の
購
入
費
の

負
担
軽
減
を
行
う
よ
う
に
。

草
刈
り
は
肩
か
け
式

の
草
刈
り
機
で
刈
っ
て

い
ま
す
が
、
高
齢
化
で
と
て
も

や
り
き
れ
な
い
、
何
と
か
し
て

ほ
し
い
と
の
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
後
ど
の
よ
う

に
し
て
行
き
ま
す
か
。

い
つ
で
も
誰
も
が
安

心
し
て
お
医
者
さ
ん
に

か
か
れ
る
よ
う
に
、
地
域
外
来

セ
ン
タ
ー
、
検
査
セ
ン
タ
ー
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
体
制
の
充
実
を
。

イ
ベ
ン
ト
や
集
会
開

催
時
に
発
熱
状
況
を
測

定
で
き
る
サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
と

非
接
触
型
体
温
計
の
購
入
を
。

問

問

問

問

補
聴
器
の
相
談
医
を
受
診

し
、
情
報
提
供
書
を
事
前
に
発

行
し
て
も
ら
え
ば
確
定
申
告
の

医
療
費
控
除
を
受
け
ら
れ
る
国

の
制
度
を
活
用
し
て
も
ら
い
、

町
の
補
助
制
度
は
今
後
検
討
し

ま
す
。

高
齢
化
に
伴
う
今
後
の
対
策

と
し
て
は
、
道
路
愛
護
の
精
神

と
協
働
を
基
に
実
施
団
体
へ
の

機
械
の
貸
出
し
や
物
品
の
支

給
、
金
銭
の
給
付
な
ど
を
今
後

検
討
し
ま
す
。

郡
市
医
師
会
と
県
が
委
託
契

約
を
締
結
し
、
医
師
会
が
集
中

的
に
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
等
の
実
施
を

想
定
し
て
い
ま
す
。

町
の
ほ
か
、
国
・
県
等
の
支

援
策
を
盛
り
込
ん
だ
チ
ラ
シ
の

配
布
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
補

正
予
算
成
立
後
、
速
や
か
に
町

民
へ
配
布
し
ま
す
。

役
場
庁
舎
、
公
民
館
、
保
育

所
、
小
・
中
学
校
に
Ａ
Ｉ
サ
ー

マ
ル
カ
メ
ラ
と
非
接
触
型
体
温

計
を
5
台
設
置
し
、
他
に
つ
い

て
は
順
次
検
討
し
ま
す
。

福

祉

課

長

建
設
環
境
課
長

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

補聴器の購入費補助を
国の制度を活用し、

町の補助制度は今後検討

和田 和夫 議員

今
後
の
町
道
の
草
刈
は

機
械
の
貸
出
し
、
物
品
の

支
給
、
金
銭
の
給
付
な
ど

を
検
討

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
に
つ
い
て

サ
ー
マ
ル
カ
メ
ラ
と
非
接

触
型
体
温
計
の
購
入
を

郡
市
医
師
会
と
委
託
契
約

を
締
結

設
置
を
予
定
し
て
い
ま
す

配
置
を
予
定
し
て
い
ま
す

全
職
員
の
意
識
統
一
を

給
付
金
事
業
で
す
が

本
町
は
５
月
22
日
発
送

と
各
町
村
か
ら
１
週
間
程
度
の

遅
れ
が
あ
り
ま
す
。
現
状
の
申

請
状
況
と
申
請
作
業
の
職
員
体

制
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

児
童
や
生
徒
が
検
温

を
し
忘
れ
て
登
校
す
る

問

問

申
請
状
況
に
つ
き
ま
し
て

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

福

祉

課

長

宮﨑 裕一 議員

マ
ニ
ュ
ア
ル
」
に
基
づ
き
、
児

童
の
健
康
観
察
や
ド
ア
ノ
ブ
等

の
消
毒
、
教
室
等
の
こ
ま
め
な

換
気
な
ど
、
生
活
上
の
動
線
を

重
点
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

ン
ラ
イ
ン
申
請
は
総
務
課
と
連

携
し
、郵
送
申
請
に
つ
い
て
は
、

他
課
の
職
員
や
保
育
士
の
応

援
、
ま
た
会
計
年
度
任
用
職
員

２
名
を
雇
用
し
業
務
を
行
い
ま

し
た
。
申
請
書
の
作
成
か
ら
封

入
ま
で
の
一
連
を
シ
ス
テ
ム
業

者
に
委
託
し
、
成
果
品
は
５
月

21
日
の
夕
方
に
納
品
と
な
り
、

翌
22
日
の
朝
に
は
発
送
し
ま
し

た
。
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特
別
定
額
給
付
金
及
び

支
援
策
等
の
周
知
は

ギガスクール構想とは
児童生徒向けの一人 1 台端末と、

（高速大容量の）通信ネットワーク
を一体的に整備し、（多様の）子供
たちを誰一人取り残すことなく、公
正に（個別最適化された）創造性を
育む教育を、（全国の）学校現場で
持続的に実現させる構想

校
内
に「
感
染
症
対
策
本
部
」

を
設
置
し
、
予
防
の
徹
底
に
努

力
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

文
部
科
学
省
の
「
衛
生
管
理

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
で
、

サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
非
接
触

型
体
温
計
を
小
中
学
校
に
各
一

台
購
入
し
、
配
置
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

健
康
保
険
課
長

健
康
保
険
課
長

コ
ロ
ナ
禍
で
の
学
校
再
開

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
踏

ま
え
て

引
き
続
き
情
報
発
信
し
ま
す

小
中
学
校
の
再
開
に

あ
た
り
、
新
し
い
生
活

用
様
式
の
基
本
対
策
の
励
行
や

感
染
予
防
の
取
組
状
況
に
つ
い

て
伺
い
ま
す
。

給
付
金
の
周
知
方
法

で
す
が
本
町
は
高
齢
化

率
も
高
く
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
閲
覧
は
難
し
い
と
思
い
ま

す
。
回
覧
板
等
に
よ
る
周
知
等

を
考
え
な
か
っ
た
の
か
伺
い
ま

す
。

問

問

職
員
体
制
に
つ
い
て
は
、
オ

特別定額給付金の
申請状況は

９割強の申請がありました
（6月10日現在）

こ
と
も
あ
り
得
る
の
で
、
非
接

触
赤
外
線
体
温
計
を
、
各
ク
ラ

ス
に
配
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て

伺
い
ま
す
。

6 月 10日現在
申請数	 3,060 件（95％）
オンライン申請	 34 件（1％）
郵送申請	 2,469 件（81％）
窓口申請	 557 件（18％）

前
出
議
員
の
質
問
と

の
重
複
を
避
け
、
質
問

し
ま
す
。

職
員
へ
の
感
染
拡
大
は
、
行

政
機
能
の
低
下
と
感
染
対
策
を

困
難
に
し
、
住
民
の
利
益
を
損

な
い
ま
す
。
ウ
イ
ル
ス
と
の
共

存
を
前
提
に
、
十
分
な
準
備
を

行
う
、
風
邪
の
症
状
で
も
休
め

る
職
場
体
制
、
新
し
い
生
活
様

式
の
実
践
と
行
政
サ
ー
ビ
ス
向

上
に
向
け
た
勤
務
形
態
、
執
行

体
制
を
、
パ
ソ
コ
ン
の
シ
ス
テ

ム
変
更
、
機
器
更
新
時
期
に
合

わ
せ
準
備
し
、
Ｉ
Ｔ
活
用
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
提
言
し
、
考

え
を
伺
い
ま
す
。

医
師
会
を
含
め
広
域

的
な
協
議
が
行
わ
れ
て

き
た
と
の
こ
と
、
二
次
感
染
に

備
え
、
医
療
機
関
の
利
用
指
針

を
作
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
、
考
え
を
伺
い
ま
す
。

休
校
時
の
オ
ン
ラ
イ

ン
授
業
や
、
今
後
の
教

育
指
針
と
な
る
ギ
ガ
ス
ク
ー
ル

構
想
を
家
庭
学
習
支
援
に
活
用

す
る
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

学
校
再
開
、
教
員
が

有
効
に
働
く
た
め
に
、

補
助
員
と
か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

用
の
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

問

問

問

問

不
測
の
事
態
で
は
、
策
定
し

た
業
務
継
続
計
画
に
よ
っ
て
業

務
を
行
い
ま
す
。
シ
ス
テ
ム
等

広
域
で
協
議
を
行
い
、
対
応

策
を
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ギ
ガ
ス
ク
ー
ル
構
想
を
踏
ま

え
て
、
中
学
校
へ
同
様
の
タ
ブ

レ
ッ
ト
導
入
に
な
り
ま
す
。
家

庭
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を

使
っ
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
学
習
の

検
討
、
ス
テ
ッ
プ
を
踏
ん
で
先

に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

学
習
面
は
、
７
時
間
授
業
、

夏
季
休
業
の
振
替
で
、
人
材
確

保
が
一
番
の
課
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。

総

務

課

長

健
康
保
険
課
長

学
校
教
育
課
主
幹

学
校
教
育
課
主
幹

医
療
機
関
の
利
用
指
針
は

広
域
と
連
携

ＩＴの活用を提言する
答弁する内容に至っていない

河野 康二郎 議員

は
、
現
時
点
で
答
弁
す
る
内
容

に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
職
員
の

健
康
管
理
を
第
一
に
、
休
暇
面

で
の
感
染
予
防
と
し
て
、
各
種

の
休
暇
を
周
知
し
て
い
ま
す
。
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地
方
創
生
臨
時
交
付
金
使
途
の
詳
細
に
関

し
て
伺
い
ま
す
。

子
育
て
世
帯
、
特
に
現
在
妊
娠
中
の
方
々

へ
の
給
付
金
対
応
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

少
子
化
が
進
む
本
町

に
お
い
て
、
新
た
に
町

独
自
に
母
子
手
帳
を
持
つ
方
々

へ
の
施
策
を
盛
り
込
ん
で
は
い

か
が
で
す
か
。

こ
れ
か
ら
の
農
業
支

援
は
、
ド
ロ
ー
ン
の
活

用
補
助
等
を
し
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

児
童
・
生
徒
数
が
少

な
い
本
町
に
お
い
て
、

独
自
に
学
校
再
開
を
早
め
る
こ

と
は
で
き
な
か
っ
た
の
か
。
ま

た
、
今
後
の
授
業
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
進
め
る
考
え
が
あ
る
の

か
伺
い
ま
す
。

問問

問

問

問

給
付
金
の
基
準
に
つ
い
て
は
、
３
月
分
の
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
る
方
を
対
象
と
し
、
４
月
以
降
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
の
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
つ
い
て
、
５
月
１
日
付
け
で

６
千
７
８
２
万
９
千
円
の
配
分
す
る
通
知
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
回
は
第
一
次
配
分
で
あ
り
、
生
活
関

連
に
係
る
減
収
の
影
響
を
受
け
た
方
々
を
中
心
と
し

た
、
町
独
自
の
８
事
業
の
支
援
策
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

子
育
て
支
援
で
救
済
で
き
な

い
妊
婦
さ
ん
に
つ
い
て
議
論
し

ま
し
た
が
、第
一
次
配
分
で
は
、

今
必
要
な
と
こ
ろ
へ
幅
広
く
行

う
こ
と
と
し
ま
し
た
。
妊
婦
さ

ん
に
つ
い
て
、
第
二
次
配
分
に

お
い
て
取
り
込
ん
で
い
こ
う
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
が
多

大
で
あ
る
酪
農
家
や
農
作
物

（
米
を
除
く
）
を
作
る
農
家
に

特
化
し
た
支
援
金
の
支
給
が
で

き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
農
業
導
入
に
伴
う

機
械
購
入
や
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
養

成
経
費
の
補
助
金
を
、
第
二
次

配
分
に
要
望
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

国
や
県
、
近
隣
町
村
と
の
連

携
の
中
、
同
じ
歩
み
を
と
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
、
決
断
し
ま

し
た
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
化

の
問
題
は
情
報
化
時
代
の
新
し

い
学
び
方
の
一
つ
と
し
て
、
早

急
な
対
応
を
考
え
て
お
り
ま

す
。

企
画
政
策
課
長

町

長

産
業
振
興
課
長

農
地
保
全
課
長

教

育

長

地方創生臨時交付金の使途について
町独自の支援策

板倉 正勝 議員

こ
れ
か
ら
の
農
業
支
援
に
つ
い
て

町
の
将
来
像
は

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の
養
成
費

や
酪
農
家
等
へ
補
助
金
を

穏
や
か
な
サ
テ
ラ
イ
ト
タ

ウ
ン
長
南

第
二
次
配
分
に
お
い
て

取
り
組
み
た
い

３
月
末
日
ま
で
に
出
生
さ
れ
た
方
が
対
象

休
校
対
応
や
今
後
の
授

業
運
営
に
つ
い
て

持
続
可
能
な
開
発
目
標
の

視
点
を
盛
り
込
む
べ
き

子
育
て
世
帯
へ

町
独
自
の
施
策
を

子
育
て
世
帯
応
援
給
付
金
に
つ
い
て

早
急
に
対
応

各
種
施
策
に
盛
り
込
む

町
の
最
上
位
計
画
で

あ
る
新
総
合
計
画
は
、

職
員
の
高
い
調
査
分
析
力
と
住

民
意
向
の
的
確
な
把
握
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
積
極
的
な

住
民
の
参
加
や
協
働
の
取
組
み

も
必
要
で
す
の
で
、
新
総
合
計

画
は
、
住
民
参
加
に
よ
り
、
策

定
す
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
で
、

多
く
の
人
が
、
豊
か
な
自
然
の

中
で
ゆ
と
り
の
あ
る
暮
ら
し
を

望
ん
で
い
ま
す
。
町
は
、
目
標

持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
に
、
国
連

の
持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
考

問

問

問

岩瀬 康陽 議員

出
生
さ
れ
た
方
に
つ
い
て
は
対

象
外
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

な
が
る
穏
や
か
な
サ
テ
ラ
イ
ト

タ
ウ
ン
長
南
を
、
現
時
点
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
い
ま
す
。

ま
す
。

※持続可能な開発目標

　国連で採択された、

持続可能な世界を実現

するための、17のゴー

ル等から構成される開

発目標。
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住
民
参
加
や
協
働
の
町
づ
く

り
は
、
す
べ
て
の
住
民
の
意
見

を
い
か
に
町
政
に
反
映
さ
せ
て

い
く
か
が
、
課
題
で
す
。
住
民

と
協
働
で
計
画
を
策
定
し
て
い

く
の
が
大
前
提
で
す
の
で
、
限

ら
れ
た
時
間
の
中
で
前
向
き
に

捉
え
、
策
定
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

持
続
可
能
な
開
発
目
標
の
推

進
は
、
地
方
創
生
に
役
立
ち
ま

す
の
で
、
そ
の
視
点
を
各
種
施

策
に
盛
り
込
み
ま
す
。

本
町
の
強
み
は
、
都
心
に
近

く
、
豊
か
な
自
然
や
里
山
が
残

る
景
観
で
す
。
こ
の
強
み
を
十

分
い
か
し
て
、人
と
つ
な
が
り
、

地
域
と
つ
な
が
り
、
次
代
へ
つ

町

長

企
画
政
策
課
長
補
佐

企
画
政
策
課
長
補
佐

住民参加により
新総合計画を

前向きに捉えて策定

え
方
を
盛
り
込
ん
で
、
総
合
計

画
を
策
定
す
べ
き
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

年
次
（
十
年
後
）
の
町
の
将
来

像
を
ど
の
よ
う
に
考
え
ま
す

か
。

国
際
連
合
広
報
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ

よ
り

・本会議、委員会等でマスクを着用
・消毒液の設置
・換気の実施
・議場における議席の間隔の確保
・議場における執行部の間隔の確保
　（議場への入場は原則として、町長、教育長及び発言者のみ）
・議場に飛沫防止のためのアクリル板の設置

新型コロナウイルス感染症拡大防止
に係る議会の取組み

「３つの密」を避けるため、次の取組みを行っています。

議
長
・
議
員
が
出
席
ま
た
は
参
加
し
た
主
な
行
事

５月
13
日　

３
市
３
町
議
会
議
長
連
絡
協
議
会
総
会

　
　
　
（
書
面
）

17
日　

第
９
支
団
消
防
操
法
大
会
（
中
止
）

19
日　

長
生
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
会

25
日　

町
村
議
会
議
員
議
長
副
議
長
研
修
（
中
止
）

27
日　

長
生
郡
町
村
議
会
議
長
会
定
期
総
会

　
　
　
（
書
面
）

６月
11
日　

第
２
回
定
例
会
（
～
12
日
）

12
日　

議
会
全
員
協
議
会

14
日　

長
生
支
部
消
防
操
法
大
会
（
中
止
）

16
日　

長
生
郡
町
村
議
会
議
長
会
臨
時
会

７月
３
日　

議
会
広
報
委
員
会

８
日　

市
町
村
議
会
広
報
研
究
会
（
延
期
）

14
日　

議
会
全
員
協
議
会

15
日　

議
会
広
報
委
員
会

16
日　

町
村
議
会
議
員
研
修
会
（
中
止
）



町ホームページに定例議会等の会議録を公開しています。
ホームページアドレス⇨ http://www.town.chonan.chiba.jp/chousei/gikai/　（過去の議会報もご覧いただけます。）

長南町議会広報特別委員会
発行責任者　　松　野　唱　平
委 員 長　　林　　　義　博
副委員長　　宮　㟢　裕　一
委 員　　加　藤　喜　男

同 　　御 園 生　　明
同 　　岩　瀬　康　陽

企
画
政
策
課

総
務
課

山や
ま
も
と本

　
裕ひ
ろ
き喜 

さ
ん

関せ
き
も
と本

　
和か
ず
ま磨 

さ
ん

若い力
ちょうなんの

多
く
の
人
へ
伝
え
た
い

情
報
発
信
し
て
い
き
ま
す

今
ま
で
「
議
会
」
と
聞

い
て
も
、
ど
こ
で
や
っ
て

い
る
の
か
、
何
を
や
っ
て

い
る
の
か
知
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
初
め
て
議
会
事
務

局
職
員
と
し
て
議
会
に
出

席
し
、
長
南
町
に
住
ん
で

い
て
も
知
ら
な
か
っ
た
こ

と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し

た
。
今
町
が
ど
の
よ
う
な

こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
る

の
か
、
ど
の
よ
う
な
町
を

目
指
し
て
い
る
か
な
ど
、

長
南
町
の
職
員
と
し
て

約
６
年
が
経
過
し
ま
し

た
。勤

務
し
始
め
た
当
時

は
、
町
の
こ
と
を
よ
く
知

り
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、

「
町
の
こ
と
を
深
く
知
る

こ
と
」
か
ら
始
め
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。
休
日
に
町

内
を
車
や
徒
歩
で
回
っ
て

み
た
り
、
野
見
金
公
園
や

笠
森
観
音
な
ど
の
名
所
を

訪
れ
て
み
た
り
し
ま
し

た
。
ま
た
、
長
南
町
花
火

町
の
現
状
だ
け
で
な
く
、

町
の
将
来
像
な
ど
様
々
な

こ
と
に
つ
い
て
議
論
さ
れ

て
お
り
、
職
員
と
し
て
、

ま
た
町
民
と
し
て
も
勉
強

に
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
、
役
場
職
員

と
し
て
、
議
会
事
務
局
職

員
と
し
て
、
も
っ
と
多
く

の
人
に
町
に
興
味
、
関
心

を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
に
情
報
発
信
し
て
ま
い

り
ま
す
。

大
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に

参
加
す
る
こ
と
で
、
町
の

様
々
な
魅
力
に
気
づ
き
、

深
く
知
る
き
っ
か
け
と
な

り
ま
し
た
。

令
和
２
年
度
か
ら
は
企

画
政
策
課
へ
配
属
と
な

り
、
町
の
こ
と
を
発
信
し

て
い
く
立
場
に
な
り
ま
し

た
。
町
の
魅
力
に
多
く
の

人
が
気
づ
い
て
も
ら
え
る

よ
う
に
伝
え
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

議会を傍聴して
みませんか？

めんどうな手続きはありま
せん。１人でも団体でも傍
聴できますので、ぜひお越
しください。（６月定例議会
の傍聴者は延べ３人でし
た。）

次回の定例議会は、
9月8日㈫から
開会の予定です。

議
会
報
の
編
集
に
当
た
り
、
特
に

一
般
質
問
の
ペ
ー
ジ
に
つ
き
ま
し
て

は
、
よ
り
見
や
す
く
分
か
り
や
す
い

も
の
に
す
る
た
め
に
、
文
字
数
を
減

ら
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
感
想
、
ご
意
見
を
頂

戴
頂
け
ま
す
と
、励
み
に
な
り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
行
事
が
中
止
さ
れ
、

表
紙
の
写
真
の
選
考
に
苦
慮
し
ま
し

た
。
最
終
的
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
不
要
不
急
の

外
出
が
制
限
さ
れ
た
た
め
、
訪
れ
る

人
も
少
な
く
、
巡
る
季
節
に
ア
ジ
サ

イ
だ
け
が
誇
ら
し
げ
に
咲
い
て
い
る

野
見
金
公
園
の
写
真
を
採
用
致
し
ま

し
た
。

時
節
柄
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご

自
愛
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
ま
た
第

２
波
第
３
波
の
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍

に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
事
態
が

収
束
致
し
ま
す
こ
と
を
、
心
よ
り

願
っ
て
お
り
ま
す
。　
（
林　
義
博
）

編
集
の
あ
と
で

アジサイの花に見える部分は装
飾花（がくが変化したもの）で、
中央部分が本当の花と言われる部
分です。

表 紙 の 答 え

装飾花

４月より議会事務局の兼務職員
になった２人にインタビュー


